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議案審議の状況議案審議の状況
６月定例会６月定例会

　令和５年第２回定例会は、５月24日から６月16日まで24日間
の会期で開かれました。十和田市税条例の一部を改正する条例の
制定など、議案18件（発議２件を含む）、報告14件、同意20件が
上程され、原案のとおり可決されました。

　電力・ガス・食料品等の価格高騰の影響を受
けている市民の家計を支援し、市内経済の活性
化を図るため、市内各店舗で利用できる商品券
を発行します。
・商品券：市民一人当たり500円券10枚綴り
　（全店共通券４枚、中小店専用券６枚）
・配付方法：全世帯へ送付される引換券を持参
　し、市内郵便局で引換

　こどもの安心・安全を確保するとともに、こ
どもを預けている保護者の不安を解消するため、
保育施設等が行う保育環境の充実・強化の取組
を支援します。

◆送迎用バスへの安全装置の導入支援
　園児の送迎用バスへの置き去り防止のため、
車内安全装置を設置する施設に費用の一部を補
助します。
・補助金総額：122万５千円

◆登園管理システムの導入支援
　保育士等の業務負担の軽減を図るため、保育
記録等の確認・共有を支援するシステムを導入
する施設に費用の一部を補助します。
・補助金総額：1,500万円
◆こどもの見守りタグ（ＧＰＳ）の導入支援
　ＧＰＳを活用した園児の見守りなどに必要な
機器等を導入する施設に費用の一部を補助しま
す。
・補助金総額：432万円

市民一人当たり
　5千円分の商品券を発行　可決

保育環境の充実・強化の
取組を支援　可決

　電力・ガス等のエネルギー価格高騰の影響を
受けている農業者と中小企業者に対し、事業継
続を支援するため給付金を支給します。
・法人：６万円、個人：２万円（条件あり）
・給付金総額　農業者  ：4,400万円
　　　　　　　中小企業者  ：１億2,200万円

農業者・中小企業者に
給付金を支給　可決
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一 般 質 問第２回定例会は、14人の議員から一般質問がありました。紙面の都合上、各議員が指定した質問事項とその答弁を要約して
掲載しています。詳細については、十和田市ホームページ内、会議録検索システム（９月掲載予定）をご覧ください。

問　49年ぶりに青森県で開催される第80回国民
スポーツ大会の本市競技会場の整備予定は。
答　サッカー競技会場の高森山人工芝多目的グ
ラウンドは人工芝の全面張り替え工事を今年度
に実施、相撲競技会場の相撲場は屋根改築工事
を令和４年度から令和６年度にかけて実施しま
す。そして、バスケットボール競技会場の総合
体育センターは、令和６年度から令和７年度に
かけて長寿命化改修工事を予定しています。
問　総合体育センターの改修の機会にエアコン
を設置する考えは。
答　設置に向け検討したいと考えています。

問　現在、避難所に指定された施設が、少子化
による閉校や廃止の予定となっている。すぐに
駆け付けることができる身近なところに避難所
を設けてほしいと思うが、避難所の在り方を今
後見直す考えは。
答　現時点で見直す判断には至っていません。

問　高齢者や障害のある方、車椅子利用者、乳
幼児連れや妊娠中の方、オストメイトの方が気
兼ねなく利用できる広さと機能を備えたバリア
フリートイレを公園に設置する考えは。
答　今年度に策定を予定している公園施設長寿
命化計画で公園ごとに設置を判断することとし
ています。

問　ＡＩ（人口知能）を活用することで効率化
が図られ、質の高い行政サービスにつながると
思うが、市で活用する考えは。
答　業務効率化につながる技術と認識している
ことから、国や他自治体の動向を参考に、有効
な利活用を検討していきたいと考えています。

問　病児・病後児保育の平均利用人数はどのよ
うに算出しているか。
答　利用制限の有無にかかわらず、実際に施設
を利用した年間の延べ人数を開設日数で割って
算出しています。
問　市の利用料金は1,700円と他市と比較し高
めの設定と感じる。見直しを検討する考えは。
答　国等の動向や利用状況を踏まえ包括的に検
討していきます。

問　障害のある子供の保護者への支援体制は。
答　各場面での相談対応のほか、障害者の保護
者または各障害に精通した方を身体障害者相談
員、知的障害者相談員として支援を行っていま
す。また、今年度から特別支援教育専門指導員
を配置し、市民団体とも連携し一人一人の状況
に応じた支援をしていきたいと考えています。
問　ピアサポート推進事業※についての考えは。
答　現在のところ実施予定はありませんが、調
査研究していきたいと考えています。

　
問　地域交流センター「とわふる」に近隣駐車
場の案内板を設置する予定はあるか。
答　景観上の配慮から新たな案内板の設置はせ
ず、今年５月にホームページで、近隣駐車場や
店舗等の情報サイトを見られるよう案内を見直
しました。
問　中庭の使われ方の市の想定は。
答　市民によるフリーマーケット、ダンスや野
外音楽イベントのほか、キッチンカー等による
食に関するイベント、お祭り会場など、様々な
活用を想定しています。

バスケットボール競技会場の
総合体育センターにエアコン設置を

病児・病後児保育の
　　　　　　　利用料金の見直しを

設置に向け検討 国等の動向や利用状況を
　　　　踏まえ包括的に検討する

太　田　正　幸
（立憲農民クラブ）

山　端　美樹子
（自民公明クラブ）

※発達障害を有する方の保護者同士等の集まる場の提供等を行う
事業。
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一 般 質 問

問　秋まつりの在り方について市の考えは。
答　地域や商店街のにぎわいの創出、地域内や
世代間の交流が行える貴重な場であるとともに、
祭りが培ってきた文化の継承など市民・地域の
ための市最大のイベントで、今年度はコロナに
よる制限のない開催が可能となり、市民の皆さ
んは久々の本格運行を楽しみにしているものと
考えています。
　参加人数の減少など時代による新たな課題も
ありますが、参加者と協力しながら、山車の制
作やおはやしの練習などに子供から大人まで地
域一丸となって取り組んでいただき、観覧され
る方も含めて市民全員が楽しめる祭りを目指し
ていきたいと考えています。
問　今年度の開催概要は。
答　関係者の声を受けてコロナ前の開催方法に
戻す方向で、期間は９月第２週の金曜日から３
日間とし、山車の運行ルートは金曜日、日曜日
が三本木大通りでの合同運行、土曜日は官庁街
通りでの夜間運行を予定しています。運行の詳
細は関係団体と調整を行っているところです。
問　三本木大通りで運行する際のメリット、デ
メリットは。
答　メリットとして、市全体、特に中心商店街
のにぎわいを取り戻す機運醸成が図れることが
考えられます。デメリットは、交通規制が広範
囲であること、それに伴う交通渋滞対策や警備
体制の強化、スタッフの増員が必要なことです。
問　デメリットに対して、どのように解決、対
応していくのか。
答　交通規制の範囲については警察署や交通事
業者との協議連携を図り対応します。警備体制
の確保については、今年度は市職員による対応
も検討しているところです。

問　市内に設置の防犯灯や街路灯、市営住宅で
ＬＥＤ化されていないところはあるか。
答　防犯灯と街路灯の約9,300基のうち、約1,7 
00基、全体の約18％、市営住宅では廊下や階段
などの共用部分に設置される照明器具320台の
うち、278台、全体の約87％がＬＥＤ化されて
いません。
問　今後の交換計画は。
答　施設の新規設置や修繕に合わせ、ＬＥＤ灯
に更新していきます。

問　全国で利用者が増えているＲＶパーク※を観
光施設に整備や認定する考えはないか。
答　防犯対策や維持管理、ほかの施設の利用状
況など、様々な視点から検討を行う必要がある
と考えています。

問　子供施策で定評のある兵庫県明石市では様 
々な取組を実施している。市は人口減少を抑え
るための対策をどのように考えているか。
答　明石市をはじめ他自治体の取組も参考にし
ながら、長期的、総合的な視点から有効な施策、
事業を迅速に実施することで魅力あふれるまち
を創出していきたいと考えています。

問　若者を呼び込むための環境づくりとして雇
用の創出のほか、複合大型施設が必要であると
考えるが、誘致する考えは。
答　複合大型施設の当市への進出は、あくまで
も民間事業者の企業戦略の上の判断となること
や、市内既存店舗との競合の観点からも、市で
誘致を進めることは難しいものと考えています。

今年度の秋まつりの概要は 防犯灯や街路灯などの
　　　　　ＬＥＤ化に向けた計画は

三本木大通りと官庁街通りで
　　　　　　　　　　　山車運行

施設の新規設置や
　　　　　　　修繕に合わせ更新

小山田　剛　士
（黎明親和会）

中　嶋　秀　一
（自民公明クラブ）

※日本RV協会が快適に安心して車中泊ができる場所を提供する
ために定めた条件を満たす車中泊施設
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14議員が市政を問う

笹　渕　峰　尚
（黎明親和会）

問　こども基本法の施行によるまちづくりへの
展望は。
答　こども基本法の基本理念を踏まえ、子供を
めぐる課題の解消に向け鋭意取り組むとともに、
第二期十和田市子ども・子育て支援事業計画の
着実な実施に向け、関係機関と連携、協働を図
りながら、子供が健やかに成長することのでき
る魅力あるまちづくりにまい進していきたいと
考えています。
問　子供の貧困の現状と課題について調査は行
われているのか。
答　令和３年度に小学５年生と中学２年生の子
供やその保護者を対象に、子どもの生活実態調
査を実施しました。調査の結果、回答を得た子
育て世帯のおよそ１割が困窮家庭に該当してお
り、およそ４分の１の世帯が子育てに不安を抱
えている実態が明らかになりました。
問　物価高騰による学習環境への影響は。
答　就学に係る費用の支払いが困難な家庭に対
して、給食費や学用品費などの費用の一部を援
助しています。また、学校給食にかかる食材価
格も高騰していますが、保護者の経済的負担と
ならないよう、その増額分については、全児童
生徒分を今年度は市が負担しています。

問　北園小学校で行われている台湾姉妹校交流
等の国際交流をサポートできないか。
答　学校独自のキャリア教育に対し、「未来を応
援夢わくわくスクール事業」で各校の規模に応
じて、事業費を交付しています。
問　児童生徒への市民憲章の普及啓発は。
答　教育委員会が作成している小学校３・４年
生用社会科副読本「わたしたちの十和田市」に
市民憲章を掲載し、周知しています。

問　犯罪被害者やその家族は、ある日突然、犯
罪に巻き込まれ、生命、身体、財産などへの直
接的な被害だけではなく、２次的被害に苦しめ
られることも少なくない。県内自治体では主体
的に犯罪被害者を支援する動きが広がりつつあ
り、具体的で必要な支援が盛り込まれた条例を
定めて、必要な支援を適切に受けることができ
るよう、それぞれの状況に配慮した対応が行わ
れている。犯罪被害者支援のための条例制定へ
の見解は。
答　社会全体で犯罪被害者に寄り添うことや行
政機関等が連携して支援を行うことが必要であ
ると考えており、犯罪被害者支援は喫緊の課題
であると捉えていることから、当市においても
どのような支援ができるのか、県警察本部や公
益社団法人あおもり被害者支援センターと情報
交換をしながら、条例制定について鋭意検討を
進め、早期に制定したいと考えています。

問　令和５年度で第２期中心市街地活性化基本
計画が終了するが、その後の方向性は。
答　現時点で新たな施設整備の予定がないこと
から、次期計画を策定する予定はありませんが、
関係団体と連携し、秋まつりをはじめとするイ
ベントや創業支援・空き店舗等活用事業による
ソフト事業により、中心市街地の活性化に努め
ていきたいと考えています。
問　商店街のアーケード撤去、修繕等の歩行空
間・景観のハード面の整備が必要との声もある
が、市の見解は。
答　商店街の将来像について、商店街関係者な
どと意見交換していく中で、より具体的な事業
の提案があった場合には、次期計画の策定も含
めて検討していきたいと考えています。

こども基本法の施行による
　　　　　　まちづくりへの展望は 犯罪被害者支援の条例制定を

子供が健やかに成長できる
　　魅力あるまちづくりにまい進 鋭意検討を進め早期に制定したい

櫻　田　百合子
（黎明親和会）
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一 般 質 問

問　防災備蓄の考え方について、家庭や地域で
自助、共助による備蓄の推進を図っていくべき
と考えるが、市の見解は。
答　市の備蓄方針や家庭等における備蓄に関す
る情報をホームページで公表し、広報や防災ハ
ザードマップへの掲載により周知しています。
また、今年度は防災マップを更新し、毎戸配布
を行う予定であることから、こうした機会を捉
え、備蓄の必要性を繰り返し周知していきます。

問　今後、市として障害者向けグループホーム
をどのように計画していくのか。
答　次期障害福祉計画の策定過程でアンケート
を実施し、福祉サービスの利用実態などを分析、
把握し、グループホームの利用見込量に反映さ
せたいと考えています。

問　以前質問したスケートボードパークの設置
について、調査するとのことであったが、どの
ような検討がされたのか。
答　スケートボードパークを設置している４自
治体関係者に調査した結果、マナー違反、近隣
住民からの苦情等があったとの回答がありまし
た。それらの課題解決のため、今年度は安全な
乗り方やマナー向上のための教室を開催し、併
せて近隣住民への影響等を騒音計で調査する予
定です。

問　地域交流センター「とわふる」の利用者の
ために旧みちのく銀行駐車場を整備し、解放で
きないか。
答　中心市街地への回遊やにぎわいを創出する
ことを目的とした施設のため、現在のところ想
定していません。

問　申請書に記入せずに証明書発行等の手続き
ができる「書かない窓口」の導入は来庁者の利
便性向上だけではなく、職員の負担軽減にもな
ると考え以前にも質問していたが、取組状況は。
答　市ＤＸ推進ビジョンで令和７年度の導入を
目指すこととしており、今年度から受付体制や
経費等の課題を整理するとともに、他自治体の
事例や導入するシステム等について具体的な調
査、検討に着手していきたいと考えています。

問　帯状疱疹は高齢者が発症するリスクが高く、
帯状疱疹後神経痛を防ぐためにもワクチン接種
での予防が大切である。市民から接種費用が高
額なので助成して欲しいとの声があるが市の見
解は。
答　現在国で定期接種化を検討しており、ワク
チンに期待される効果や実施年齢に関して検討
を要するとされている状況を踏まえ、助成する
ことは、現時点では難しいものと考えています。

問　令和４年度から始まったＨＰＶワクチンの
キャッチアップ接種の接種状況は。
答　令和３年度までに３回接種を完了していな
い1,607名のうち、令和４年度中に１回以上接
種した方は198名（12.3％）です。
問　定期接種の接種状況は。
答　令和３年度までに３回接種を完了していな
い1,173名のうち、令和４年度中に１回以上接
種した方は156名（13.3％）です。
問　上記の接種状況は大変少ない数字であると
感じるが、通知とは別に、はがきにＱＲコード
等をつけて個別に知らせては。
答　効果的であるかどうかを検討し、必要に応
じ活用したいと考えています。

自助共助による
　　　防災備蓄の推進を図る考えは 「書かない窓口」導入への取組状況は

必要性を繰り返し周知していく 令和７年度の導入を目指す

中　尾　利　香
（自民公明クラブ）

氣　田　量　子
（自民公明クラブ）
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14議員が市政を問う

問　他の市民病院が診療費を未収のまま放置し、
不能欠損金として処理したとの報道があったが、
中央病院の病院診療費の未収金の現状は。
答　令和４年度までの診療費の未収金は、５月
10日現在で、入院分3,657万571円、外来分
1,180万8,189円、合計4,837万8,760円です。
問　未収金を減らすためにどのようなことをす
るべきと考えるか。
答　具体的には、電話連絡による分割納付の相
談に応じ、納付を続けていただいていることで、
時効が成立しないようにしています。今後も適
正な事務を進めていきます。

問　市在住の外国人の数は。
答　令和５年３月31日現在で354人です。
問　外国人が多く定住することで、人口減少対
策、労働者不足対策、地域活性化などのメリッ
トがあることから、様々な施策を行い、市在住
の外国人を増やすべきではないかと思うが、市
の見解は。
答　現在のところ外国人に特化した移住定住施
策の展開は考えていませんが、今後どのような
支援ができるのか、国内の動向の把握に努めな
がら外国人が安心して生活できるよう受入態勢
の充実を検討していきたいと考えています。

問　不適切保育に対する指導をどのようにして
いるか。
答　国が令和５年５月に策定したガイドライン
に基づき、虐待等を未然に防止する環境や体制
づくり等を行うよう保育所等に対して周知をし
ました。引き続き保育所等と緊密に連携しなが
ら不適切保育の未然防止に努めていきたいと考
えています。

問　第４次市ごみ減量行動計画の取組状況は。
答　生ごみ減量化の推進や資源回収を行う団体
に交付する奨励金単価の引き上げ、パソコンや
小型家電の回収を行っている事業者と協定を締
結するなどの取組により、令和４年度の市民１
人が１日に排出する生ごみの量は963グラムで、
令和２年度と比べ36グラムの減少、令和４年度
のリサイクル率は18.7％で、令和２年度と比べ
て0.3％増加しています。
問　草木、剪定枝の減量化のため、粉砕機を無
料で貸出しする考えは。
答　今年度策定する第５次ごみ減量行動計画の
中で粉砕機の有効性などについても検討してい
きたいと考えています。
問　プラスチックごみを徹底的に分別回収し、
リサイクルによる再生利用や熱回収によるエネ
ルギー利用を推進する取組や市民、事業者、行
政が連携、協働して使い捨てをしない活動をす
ることが必要ではないかと考えるが、プラスチ 
ックごみの削減についてどのような取組を行っ
ているか。
答　容器包装リサイクル法のプラスチック以外
は、燃えるごみとして処理されているため、今
後は回収を進める方向で検討していきたいと考
えています。

問　市のインボイス制度の登録状況は。
答　市では、取引の件数や金額の大小にかかわ
らず、買手側の事業者が申告の際に仕入税額控
除の適否による不利益を被らないよう、一般会
計や特別会計、企業会計、また特別地方公共団
体である財産区など対応が必要な会計において
インボイスの登録を行い、現在制度開始に向け
たシステム改修など各種準備を進めています。

病院診療費の未収金の現状は 第４次市ごみ減量行動計画
　　　　　　　　　　の取組状況は

令和４年度までで
　　　　　　　4,837万8,760円

生ごみ排出量は減少
　　　　　　リサイクル率は増加

竹　島　直　樹
（柊の会）

山　田　洋　子
（柊の会）
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一 般 質 問

山　端　　　博
（明政一心会）

秋まつり練習時の騒音対策は 森林環境譲与税を活用して
　　　　　　植林などをする考えは

ガイドライン作成等で対策する 今後の調査で対応を検討

問　今年の秋まつりは４年ぶりの本格開催にな
ると聞いているが、円滑な運営が望ましいのは
言うまでもなく、全ての地域住民にとって配慮
したものにしなければならない。はやしが付き
物である祭りは、とりわけ騒音に関しての配慮
が重要であると考えるが、これまで参加団体の
練習時の騒音トラブルはないか。
答　参加団体が練習時に発する音で市へ寄せら
れた苦情件数は、平成30年度以降では令和２年
度を除き各年度１件です。また、令和４年度の
秋まつり終了後、参加団体を対象に十和田商工
会議所が実施したアンケート結果では、回答の
あった17団体で、「これまで近隣住民と騒音トラ
ブルになったことがあるか」との設問に、「ある」
と回答した数は10団体です。
問　騒音トラブルを把握しているようだが、何
らかの対策が必要ではないか。
答　参加団体とともに練習期間、時間、ルール
などを示した祭り参加団体ガイドラインを作成
することとしています。また、主催者側で消音
パッドなどを購入し、秋まつりの練習期間に参
加団体へ支給することを考えています。

問　統廃合等により閉校となり、閉校後に活用
されていない学校施設は時間が経過すればする
ほど、経年劣化や維持管理費等で民間利用や地
域利用が難しくなる。文部科学省の「みんなの
廃校プロジェクト」は、廃校の活用事例や、活
用を希望する廃校情報の公表等を通じて、廃校
を活用してほしい自治体と廃校を活用したい企
業等をマッチングさせる取組であることから、
閉校後の学校施設の活用に利用しては。
答　廃校活用のさらなる推進のため活用してい
きたいと考えています。

問　豪雨災害の被害を大きくする要因の一つは
上流地域の森林の伐採にある。木が無ければ雨
水が河川に到達する時間は短く、流入量も多く
なることから、伐採後の植林が重要と考えるが、
森林環境譲与税を活用して植林などをする考え
は。
答　市では、再造林率向上のため、森林経営計
画等を策定し、計画的に再造林の作業に取り組
んでいる林業経営者に対し、補助を行う森林整
備事業補助金事業を実施していますが、市の森
林経営計画等を介さずに個人単独で森林整備を
行った場合、対象外となることから、金銭的負
担が大きく再造林につながらないことが考えら
れます。対象外となる山林に対する森林環境譲
与税の活用法について、林野庁が公表している
事例集では、独自の補助制度により民有林野の
森林整備を実施している自治体もあることから、
令和６年度から予定している山林所有者に対す
る今後の経営や管理についての意向調査の結果
を踏まえて、対応を検討していきます。

問　特定外来生物アライグマの当市における、
直近３年間の捕獲数は。
答　令和２年度は31頭、令和３年度は54頭、令
和４年度は86頭を捕獲し、令和５年度は５月末
現在、既に14頭と、その数は年々増加傾向にあ
ります。
問　アライグマの生息域は現状どのようになっ
ているのか。
答　令和４年度の捕獲状況を地域別に見ると、
米田地区で38頭、伝法寺地区で19頭、大不動地
区で16頭、切田地区で８頭、藤島地区で２頭、
初めて相坂地区で２頭、深持地区で１頭捕獲さ
れました。

今　泉　信　明
（立憲農民クラブ）
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14議員が市政を問う

マイナンバーカード取得に際し
　　認知症の方や障害者への対応は

相撲場の基本設計と実施設計の
　　　説明をする必要はなかったか

多種多様な申請サポートを実施 基本構想に沿った形のため
　　　　　　説明は行わなかった

問　マイナンバーカード取得促進のためにどの
ような人員の体制をとったのか。
答　市民課住民記録係８名が通常業務のほかに
対応しています。このほかに、会計年度任用職
員10名を雇用し、そのうち４名が出張申請のサ
ポート等に当たっています。
問　健康保険証の廃止は、カード取得の事実上
義務化との指摘が根強く、2024年までに保険証
を廃止する方針は賛成しかねる。認知症の方や
障害者などに対して、どのような対応をとって
いるのか。
答　マイナンバーカードは本人の申請により交
付されるものとなっていますが、認知症などの
理由により自身で申請することが困難なケース
も存在していることから、そうした方も申請の
機会を得られるよう個別サポートや出張申請サ
ポートといった多種多様な申請サポートを実施
しています。
問　全国でマイナンバーカードに別人の情報が
ひも付けされる事例が出ているが、市の防止対
策は。
答　当市のマイナポイント申請窓口での支援は、
国が示しているマニュアルの手順に沿って、前
の方の登録手続き後、一度ログアウトしてから
登録手続きを行うなど適切に実施しており、こ
れまで別人の情報がひも付けられた事例はあり
ません。

問　幾つかの指定管理者から指定管理料をもう
少し上げてほしいという声が届いている。指定
管理者からのモニタリングで出た意見、要望へ
の対応は。
答　適切な施設の維持管理が行われるよう、市
と指定管理者で協議を行っています。

問　相撲場の設計について令和４年３月22日の
全員協議会以降説明がなく議会軽視ではないか。
答　予算計上をし議決をいただいています。
問　基本構想の説明以降に、基本設計と実施設
計の説明をする必要があったのではないか。
答　基本構想に沿った形で実施設計まで進んで
おり、ほぼ内容が変わっていないことから、説
明は行いませんでした。

問　市長の中央病院の経営改善の覚悟を問う。
答　病院経営の改善については新病院建設以降、
厳しい経営状況が続いていますが、経営改革検
討委員会を設置し、いただいた提言をもとに改
革を行いながら、「人・物・金」の経営資源を大
切に活用しながら取り組んできました。その結
果、現金ベースの黒字化から始まり、令和４年
度は21年ぶりの純利益を計上できる見込みとな
りました。令和５年度は公立病院経営強化プラ
ンを策定し、このプランの策定過程で、しっか
りと議論をし、病院事業管理者と意思疎通を図
りながら、病院経営の道筋をつけていきたいと
考えています。

問　市長自身のリーダーシップについて、どの
ように分析し、評価しているか。
答　就任当初から「皆さんとつくる元気な十和
田市」を公約に掲げ、当市の最上位計画となる
第２次十和田市総合計画を策定し、各部の重点
事業の進行管理をし、おおむね計画どおり実施
できていると思っています。また、市民の命と
財産を守るため、急を要する場面で的確な判断
を下すなどの姿勢を大切にしながら行動してき
ました。リーダーシップの評価は市民の方にし
ていただくものと認識しています。

小笠原　良　子
（日本共産党）

戸　来　　　伝
（柊の会）
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〇免税軽油制度の継続に関する請願
（ 請願者 ）
・東北索道協会 青森地区部会 会長　柳谷　章二
・一般財団法人 十和田湖ふるさと活性化公社
　理事長　佐々木　千佳子

〇免税軽油制度の恒久化に関する請願
（ 請願者 ）
・高見下営農組合　組合長　苫米地　文亮
・農事組合法人六日町　代表理事　村舘　強

令和５年第３回定例会の開催予定

　８月30日（水）　　本会議（開会）
　９月12日（火）
　　　13日（水）　　一般質問
　　　14日（木）
　９月22日（金）　　本会議（閉会）

　９月19日（火）、20日（水）

※会議の開始はいずれも午前10時からです。
※各常任委員会の開催予定日は未定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しく

は議会事務局までお問い合わせください。

⎫
⎬
⎭

　新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類
に移行され、マスク着用も基本的に個人の判断
となりました。屋外のイベントも徐々に増え、
人の動きも街にも活気が戻ったように感じられ
ます。
　改選後、議会だより編集委員会は新たなメン
バーに替わりました。５月１日発行の議会だよ
りから紙面を横書きへ変更しました。見やすく
なったと感じていただけたら幸いです。今後も
できるだけ分かりやすく、親しみのある紙面作
りを心掛けていきますのでよろしくお願いしま
す。　　　　　　　　　（文責　山端　美樹子）

議会だより編集委員会
委員長　中　嶋　秀　一 　副委員長　小山田　剛　士
委　員　山　端　美樹子 　委　員　太　田　正　幸
　〃　　竹　島　直　樹 　　〃　　中　尾　利　香
　〃　　山　端　　　博 　　〃　　氣　田　量　子

編　集　後　記

請　　願請　　願

　国の様々な取組に対して適切に対応しており、
保育士の充足状況も十分であることを確認した
ことから、引き続き適切に取り組んでほしいと
意見集約しました。

　市民にひらかれた透明性の高い議会運営を目指し、
議員としての資質の向上と、さらなる議会改革を推進
することを目的として、特別委員会が設置されました。

～民生福祉常任委員会所管事務調査報告～

保育士の待遇状況及び
保育に係る安全対策について

決算審査特別委員会

議会改革特別委員会 が設置 されました
（令和５年６月16日の本会議において設置）

構成委員
委員長　中　嶋　秀　一　　副委員長　堰野端　展　雄
委　員　山　端　美樹子　　委　員　太　田　正　幸
　〃　　山　田　洋　子　　　〃　　中　尾　利　香
　〃　　山　端　　　博　　　〃　　江　渡　信　貴

・免税軽油制度の継続を求める意見書
・免税軽油制度の恒久化を求める意見書

意見書を提出しました意見書を提出しました

採択となりました
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